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1．はじめに 

橋梁用の高性能鋼である SBHS が JIS 化された．SBHS の特徴として高強度，

高い施工性等があり，この SBHS を鋼橋に適用することによる鋼橋の建設コス

ト縮減の可能性について幾つか検討が行われている 1)．また，東京ゲートブリ

ッジでは，SBHS500 が本格的に使用されている． 

しかしながら，SBHS に関する機械的性質に関する情報について，土木研究

所資料 2)には SBHS500 の降伏強度および引張り強さ関にする情報は示されてい

るものの，SBHS700 に関する情報は示されていない．さらに，SBHS500 およ

び SBHS700 のいずれについても，降伏比や応力－ひずみ関係に関する情報は

上記の土木研究所資料や SBHS に関する土木学会の小委員会報告書 1)にも示さ

れておらず，情報が絶対的に不足している状況にある． 

そこで，本研究では，SBHS の引張り試験を行い，SBHS の機械的性質の調

査および整理を行う． 

2．引張試験 

 対象鋼材は SBHS500 および SBHS700 である．これらの鋼材から JIS Z 2201

で規定される 5号試験片を製作して引張試験を行った．SBHS500の板厚は 9mm

と 12mmの 2種類，そして SBHS700の板厚は 5mm，9mmおよび 12mmの 3ケ

ースである．試験片数は SBHS700 の 5mm のものがロール直角方向 3 本，

SBHS500 および SBHS700それぞれにおいて 9mmおよび 12mmの板厚に対して

ロール方向 5 本，ロール直角方向 5 本の各板厚 10 本ずつ，合計 43 本である．

また 5mmのものは 9mmのものから板厚を削って作った． 

3．引張り試験結果および機械的性質に関する考察 

図‐1 に引張り試験から得られる公称応力－公称ひずみ関係を示す．また，

SBHS の機械的性質の特性を示すものとして，図‐2 に降伏応力 σy の分布を，

図‐3に引張り強さ σBの分布を，図‐4に降伏比YR=(σy/σB)の分布をそれぞれ示

す．また，図‐1～図‐3 には，SBHS の JIS の規格値 3)に関して，降伏応力の

下限値を青の点線で，引張り強さの範囲を緑の一点鎖線でそれぞれ示している．

以下に各鋼種の σy，σB，YRについて考察した． 

3.1 SBHS500 の σy，σB，YR について 

・ t=9mm では，降伏応力，引張り強さともにロール直角方向の方がロール方向より大きな値となっている．そ

れに対し t=12mm ではロール方向，ロール直角方向で降伏応力，引張り強さの差は t=9mm と比較して小さい． 

・ t=9mm，t=12mm のいずれにおいても，公称応力－公称ひずみ関係に明確な降伏棚が見られる． 

・ t=9mm，t=12mmのいずれにおいても，降伏応力が引張り強度を満足する程度に大きくなっている． 

・ JIS 規格による SM570 と SBHS500 では引張強さは 570～720MPa と等しいが，降伏応力について SM570 が

460MPa以上（t≦16mm），SBHS500が 500MPa以上となっている．既往の研究 4)での SM570の引張強さの平

均は 646.1MPaで今回の実験での引張強さは 630～660MPa程度となっており同程度の値を示している．既往の

研究 4)での SM570 の降伏応力の平均は 557.4MPaで今回の実験での SBHS500の降伏応力は 570～610MPa程度

図‐1 公称応力－公称ひずみ関係 
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(b)SBHS700 
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となっており降伏応力の高い SBHS500 の特徴を示している．既往の研究 4)での SM570 の降伏比の平均は

0.861 であるが今回の実験での SBHS500 の降伏比は 0.90～0.95 程度となっており SBHS500 の方が高い値を示

している． 

3.2 SBHS700 の σy，σB，YR について 

・ t=5mmと t=9mmとでは降伏応力，引張強さともにほとんど差異が見られない． 

・ t=12mm ではロール方向，ロール直角方向で降伏応力に差が見られ，ロール直角方向の方が大きな値となっ

ているが引張り強さには降伏応力ほどの差は見られない．それに対し，t=5mm および t=9mm では降伏応力，

引張強さには差がほとんど見られない． 

・ いずれの公称応力－公称ひずみ関係においても降伏棚もしくは降伏棚のような挙動が見られるが t=5mm およ

び t=9mmでは t=12mmに比べてはっきりした降伏棚は出ていない． 

・ 全体的に降伏比は大きくなっているが，特に t=12mm のロール直角方向では平均値で 99%であり，降伏比の

最も大きいものは 100%であった．このように t=12mmの降伏比が SBHS700 の他の板厚と比較して特に高く 

なった理由の 1 つとして，図－１（ｂ）の

応力－ひずみ関係に示されるように，他の

板厚の場合と比較して明確な上降伏応力が

現れ，その結果として降伏応力が大きくな

り降伏比も大きくなったと考えられる． 

4.まとめ 

本研究では，SBHS の引張り試験を行い，

SBHS の機械的性質の調査および整理を行った．

しかし本研究で SBHS に関する鋼材の機械的性

質に関する情報が得られたににしても，その他

の鋼材と比較して，特に SBSH700 では圧倒的

にデータが少ないのは事実である．よって，今

後も SBHS の機械的性質に関するデータを蓄積

していくことが重要であると思われる． 
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図‐2 降伏応力の分布 
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図‐3 引張り強さの分布 
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図‐4 降伏比の分布 
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